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 そこで今回我々は、直交配置型 Focused Ion Beam ( FIB ) – Scanning Electron Microscope 
( SEM )を使用して、コラーゲンネットワークを三次元的に観察することとした。FIB-SEM 断層
撮影法とは収束イオンビーム( FIB )による試料表層の切削と、その切削面の SEM 観察を繰り返
すことで、電子顕微鏡レベルの高い分解能をもつ細胞や組織の三次元再構築を行うものである。




ってナノサイズのコラーゲン細線維の 1 本 1 本から、マイクロサイズの骨系細胞までを広範囲に
観察することが可能となった。 




 直交配置型 FIB-SEM で撮影した連続 SEM 像、はソフトウェア Amira を用いて三次元構築を
行うことで、上記構造物の三次元的な観察が可能となった。 
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